
調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
0.5mLまで

誘導体化

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ  8mL

内標準添加
p -ターフェニル-d14 100μg/L 0.5mL

GC/MS-EI

分析機関報告

濃縮 濃縮

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
0.5mLまで

AutoPrep PS@Liq
20～50mL/分

溶出洗浄 乾燥

＜分析原理＞
  GC/MS-EI

＜検出下限値＞
 【水質】（ng/Ｌ）

　 [16] 2.1

＜分析条件＞
  機器

   GC：Agilent HP 6890
   MS：Agilent HP 5973
  カラム

   DB-1
   15m×0.25mm、0.1μm

[16]テトラブロモビス

フェノールA
【水質】

水質試料 pH調整 固相抽出

500mL 1M塩酸

pH 3.5

ｻﾛｹﾞｰﾄ溶液添加
13C6-ﾃﾄﾗﾌﾞﾛﾓﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA 100ug/L

0.5mL

濃縮

　N ,O -ﾋﾞｽ(ﾄﾘﾒﾁﾙｼﾘﾙ)ﾄﾘﾌﾙｵﾛｱｾﾄｱﾐ
ﾄﾞ 200μL

室温 1時間

蒸留水 10mL 通気 10分間

窒素ﾊﾟｰｼﾞ 30分間

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
0.5mLまで

カラム
クリーンアップ

Sep-Pak Plus Silica
溶出：ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 5mL



調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

分析機関報告

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
1mLまで

GC/MS-EI

脱水

湿泥
（乾泥換算約10g）

ﾒﾀﾉｰﾙ 50mL

振とう抽出 遠心分離

3回繰り返す

1,500rpm、10分間

＜分析原理＞
 GC/MS-EI

＜検出下限値＞
【底質】（ng/g-dry）
　 [16] 0.57

＜分析条件＞
  機器

   GC：Agilent HP 6890
   MS：Agilent HP 5973
  カラム

   DB-1
   15m×0.25mm、0.1μm

【底質】

底質試料

振とう抽出 振とう抽出

ﾒﾀﾉｰﾙ飽和ﾍｷｻﾝ 50mL

脱水

蒸留水

内標準添加
p -ターフェニル-d14 ﾍｷｻﾝ溶液 100μg/L 1mL

濃縮・転溶

濃縮

5%塩化ﾅﾄﾘｳﾑ 500mL
ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 50mL×2回

ｻﾛｹﾞｰﾄ溶液添加
13C6-ﾃﾄﾗﾌﾞﾛﾓﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA 100μg/mL　1mL

濃縮

4%ｼﾞｴﾁﾙｴｰﾃﾙ/ﾍｷｻﾝ
窒素ﾊﾟｰｼﾞ
 1mLまで

Sep-Pak Plus Florisil
 溶出：4%ｼﾞｴﾁﾙｴｰﾃﾙ/ﾍｷｻﾝ

8mL

カラム
クリーンアップ

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
窒素ﾊﾟｰｼﾞ

乾固

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

振とう抽出 振とう抽出

誘導体化 アルカリ分解

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

1M-KOH/ｴﾀﾉｰﾙ溶液 0.5mL
ｼﾞｴﾁﾙ硫酸 0.2mL

室温 30分間

1M-KOH/ｴﾀﾉｰﾙ溶液 5mL
 70℃  1時間



調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

GC/MS-SIM-EI-ポジティブ

分析機関報告

振とう抽出

脱水 濃縮・転溶

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

濃縮

5%塩化ﾅﾄﾘｳﾑ水溶液 500mL
ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 50mL×2回

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
窒素ﾊﾟｰｼﾞ

乾固

振とう抽出

ﾒﾀﾉｰﾙ飽和ﾍｷｻﾝ 50mL

3,000rpm、10分間

2回繰り返すｻﾛｹﾞｰﾄ溶液添加

ﾃﾄﾗﾌﾞﾛﾓﾋﾞｽﾌｪﾉｰﾙA-13C12 20μg/mL
10μL

湿重量5g ﾒﾀﾉｰﾙ 50mL

＜分析原理＞
 GC/MS-SIM-EI-ポジティブ

＜検出下限値＞
 【生物】（ng/g-wet）
　 [16] 0.06

＜分析条件＞
 機器

   GC： Agilent 6890
   MS：Agilent 5973MSD
 カラム

   CP-Sil 8 CB MS
   30m×0.25mm、0.25μm

振とう抽出

1M-KOH/ｴﾀﾉｰﾙ溶液 5mL
70℃  1時間

振とう抽出

内標準添加
ｸﾘｾﾝ-d12溶液 50ug/mL 2μL

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
 乾固

4%ｼﾞｴﾁﾙｴｰﾃﾙ/ﾍｷｻﾝ　1mL

精製水 3mL ﾍｷｻﾝ 2mL

1M-KOH/ｴﾀﾉｰﾙ溶液0.5mL
ｼﾞｴﾁﾙ硫酸0.2mL
室温 30分間

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

誘導体化

カラム
クリーンアップ

アルカリ分解

Sep-Pak Plus Florisil
 溶出：4%ｼﾞｴﾁﾙｴｰﾃﾙ/ﾍｷｻﾝ

8mL

濃縮・転溶

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
ﾍｷｻﾝ 0.5mL

脱水

生物試料 ホモジナイズ

【生物】

遠心分離


